













































風絵」 と述べておられるように、 大きく捉えると和歌の題材・発想が屏風絵とし 絵画化されていた。しかし、詳細に分析することで見えてくる歌と絵の関係があるだ う。本稿では後世の絵も参考にしながら、屏風歌と屏風絵の関係について改めて考えてみたい。
考察の対象として、 網代を取り上げる。 網代は屏風歌によっ


























































































































































































































































































































































































































































































































































































あるが、あいにく現存する絵には例を見いだせない。ただ、元真集の「網代の上の翁」 つい 、 「上」を字義通り受
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るようになる。褻の歌での詠み方が、屏風歌に取り入 られたのである。これは歌から起こった変化 り、屏風絵については、氷魚 描かれたかどうか疑問であ
屏風絵には網代を見物する人も描かれた。古今集時代、後
撰集時代を通じてのことであったが、後撰集時代 より多く例を確認でき、しかもバリエーションが豊富である。見物する人が、恋の駆け引きをする男女だ り 旅人だっ りもした。網代の傍らに別荘が描かれることも った こ ような様々な状況設定が、しばしば歌の内容に幅を持たせ、ドラマ性をも らしている。
このように、網代の例を詳細に検討してみると、和歌的題




























































































































































































【図７・ ８ ９ …… 「石山寺縁起絵巻
　
五巻三段」 「同
　
二巻七段」
（石山寺所蔵）
。 『日本の絵巻
　
一六巻
　
石
山寺縁起』
（中央公論新社
　
一九八八年）
より転載。
使用をご許可くださった各方面に、御礼申し上げます。本研究は、平成二三年度～二七年度基盤研究（Ｃ） 「平安期における文学と美術の相互関係―文献と文献に近似する現存美術作品からの探求―」 （課題番号２３５２０２６３）の成果の一部です。
（たじま・ともこ
　
四天王寺大学教授）
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図２　同上　第五扇拡大　網代図
図１　神護寺蔵　山水屏風　第四扇第五扇
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図４　同上　拡大　網代図
図３　平等院鳳凰堂　下品上生図
（九品来迎図の内　扉絵模写部分）
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図６　同上　拡大　網代図
図５　京都市立芸術大学芸術資料館蔵　土佐派絵画資料
　内裏　荒海障子北面　宇治網代図
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図８　同上　拡大　網代図
図７　石山寺蔵　石山寺縁起　五巻三段　網代図
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図９　石山寺蔵　石山寺縁起　二巻七段　網代図
